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衆
議
院
議
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逢
坂
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二
君
提
出
公
文
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あ
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Ｐ
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Ｏ
活
動
の
日
々
報
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の
管
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に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁

書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
公
文
書
で
あ
る
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
の
日
々
報
告
の
管
理
状
況
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁

書

一
、
二
及
び
八
に
つ
い
て

「
当
該
日
報
の
原
本
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
国
際
連
合
南
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
ミ
ッ
シ

ョ
ン
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
自
衛
隊
の
部
隊
（
以
下
「
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
派
遣
部
隊
」
と
い
う
。
）
が
作
成
す
る
「
南
ス
ー
ダ
ン

派
遣
施
設
隊
日
々
報
告
」
（
以
下
「
日
報
」
と
い
う
。
）
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
派
遣
部
隊
の
隊
長
（
以
下
「
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ

派
遣
部
隊
長
」
と
い
う
。
）
が
中
央
即
応
集
団
司
令
官
に
対
し
報
告
を
行
う
た
め
に
作
成
し
て
い
る
文
書
で
あ
り
、
公
文
書

等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
六
十
六
号
）
及
び
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二

十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
号
）
並
び
に
防
衛
省
行
政
文
書
管
理
規
則
（
平
成
二
十
三
年
防
衛
省
訓
令
第
十
五
号
）
及
び
陸
上

自
衛
隊
文
書
管
理
規
則
（
平
成
二
十
三
年
陸
上
自
衛
隊
達
第
三
十
二－

十
九
号
）
に
よ
り
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
派
遣
部
隊
長
が
定

め
た
標
準
文
書
保
存
期
間
基
準
に
お
い
て
「
随
時
発
生
し
、
短
期
に
目
的
を
終
え
る
も
の
」
と
し
て
保
存
期
間
が
一
年
未
満

と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
派
遣
部
隊
の
活
動
内
容
や
現
地
の
情
勢
等
の
日
報
の
主
要
な
内
容
に
つ
い
て
は
、

中
央
即
応
集
団
司
令
部
に
お
い
て
、
中
央
即
応
集
団
司
令
官
に
対
し
報
告
さ
れ
、
こ
の
報
告
が
行
わ
れ
た
後
は
、
日
報
は
そ

一



の
目
的
を
終
え
た
も
の
と
し
て
廃
棄
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
従
来
の
処
置
に
つ
い
て
法
令
上
問
題
が
あ
っ
た
と
は

考
え
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
稲
田
防
衛
大
臣
か
ら
、
現
在
派
遣
さ
れ
て
い
る
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
派
遣
部
隊
が
作
成
し
た

日
報
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
期
間
、
保
存
す
る
よ
う
指
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
及
び
五
に
つ
い
て

「
当
該
日
報
の
原
本
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
派
遣
部
隊
長
は
、
日
報

に
つ
い
て
、
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
派
遣
部
隊
の
宿
営
地
に
お
い
て
、
紙
媒
体
及
び
電
磁
的
記
録
と
し
て
作
成
及
び
保
管
し
、
そ
の

目
的
を
終
え
た
後
に
廃
棄
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

「
当
該
日
報
の
原
本
を
作
成
者
以
外
の
防
衛
省
の
者
が
利
活
用
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

日
報
は
、自
衛
隊
の
情
報
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
派
遣
部
隊
か
ら
中
央
即
応
集
団
司
令
部
に
報
告
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
際
、
当
該
情
報
シ
ス
テ
ム
に
ア
ク
セ
ス
す
る
権
限
を
持
つ
者
に
よ
る
閲
覧
等
が
可
能
と
な
る
。

六
及
び
七
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
当
該
日
報
の
複
製
に
関
し
、
防
衛
省
全
体
に
及
ぶ
統
一
的
な
管
理
ル
ー
ル
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し

二



も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
日
報
を
複
製
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
複
製
さ
れ
た
日
報
は
、
防
衛
省
行
政
文
書
管
理
規
則

に
従
っ
て
管
理
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
日
報
の
複
製
に
つ
い
て
も
、
定
め
ら
れ
た
保
存
期
限
の
到
来
に
よ
り
廃
棄
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
と
認
識
し
て
い
る
。
日
報
の
電
磁
的
記
録
は
、
統
合
幕
僚
監
部
の
担
当
者
に
お
い
て
そ
の
執
務
の
参
考
と

す
る
た
め
に
保
管
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
保
管
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
稲
田
防
衛
大
臣
の
日
報
の
捜
索

指
示
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
間
、
統
合
幕
僚
監
部
に
お
い
て
日
報
の
電
磁
的
記
録
が
保
管
さ
れ
て
い
た
と
の

認
識
は
防
衛
省
内
に
お
い
て
共
有
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

三


